
国公共済会
（日本国家公務員労働組合連合会共済会）

たすけあい ささえあい
そして → お得に



「共済」 とは
�⼒を合わせて助け合うこと。 「－組合」。

�独りではなんともし難い事態に対し 仲間同
士で支え合えるよう 日頃から備えておく。

�ある意味で 労働組合の基本



それは
パブ（public house）から始まった

１８世紀

産業革命時代のイギリスのパブで

病気やけがで働けない仕事仲間
仕事を失い生活に困った仲間

のため

僅かずつだがお⾦を集め
あるいは積み⽴て
助け合った活動 → 運動

「お互い様」 の精神



生命基本共済 １口月額３０円 １０〜２００口で選択
病気などでの死亡 １口で１０万円
不慮の事故で死亡 １口で２０万円 など

医療共済 １口月額１００円 ４〜２０口で選択
入院 １日目から給付 １口で日額５００円
休業加療 １０日以上なら１日目から給付 １口で日額２５０円 など

交通災害共済 １口月額１００円 １〜５口で選択
交通事故による死亡 １口で２００万円
交通事故による入院 １口で日額３０００円
交通事故による通院 １口で日額１５００円 など

火災共済（火災・家財）
⽊造だと１口年額６０円 耐火構造だと１口年額３０円
建物︓⽊造だと１坪あたり７口まで 耐火構造だと１坪あたり８口まで
家財︓１⼈１００口 ２⼈１３０口 ３⼈１６０口 ４⼈以上２００口 まで
１口で最高１０万円 ⽔漏れや風⽔害などにも適⽤ など

国公共済会の制度（ほんの⼀例）



国公共済会の制度（ほんの⼀例）



「⼩さな掛⾦」「⼤きな保障」
なぜ実現できる︖

�「原価の原則」
儲けを目的としない原価主義

共済会 事業費１８％ 活動費等１２％ 純掛費７０％
⺠間保険 事業費３３％ 代理店⼿数料２６％

儲け５％ 純掛費３６％
�広告をなるべく避け組合員同士の支え
合いの精神で運営
→ 支払った掛け⾦は

確実に仲間の為に使われている


